
　

今
回
、
国
土
交
通
省
は
今
後

発
生
し
う
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
る
た
め
、
防
災
拠

点
整
備
と
し
て
、
道
路
啓
開
の

た
め
の
資
機
材
を
配
備
す
る
防

災
倉
庫
と
資
機
材
置
場
、
ま
た

災
害
対
策
用
車
両
な
ど
の
活
動

ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
道
路
啓
開
用
の
車
両
が
集

結
し
、
防
災
倉
庫
や
資
機
材
置
場

に
配
備
し
て
い
る
資
機
材
を
使

い
、
障
害
物
を
取
り
除
き
、
道
を

切
り
開
き
ま
す
。
そ
の
後
、
救
援

�

・
救
護
車
両
の
活
動
拠
点
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
防
災
拠
点
の
整
備
と

併
せ
て
道
の
駅
の
駐
車
場
の
拡
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町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公
園

を
避
難
場
所
と
し
て
も
位
置
付

け
て
お
り
、
よ
り
安
全
・
安
心

な
道
の
駅
と
す
る
た
め
、
防
災

タ
ワ
ー
お
よ
び
備
蓄
倉
庫
、
貯

水
槽
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
災
タ
ワ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
２
階
建
の
施
設

で
、
地
域
住
民
、
ウ
ミ
ガ
メ
公

園
利
用
者
や
関
係
職
員
な
ど
、

最
大
２
０
０
名
の
避
難
を
想
定

し
て
お
り
ま
す
。
１
階
は
備
蓄

倉
庫
、
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
、

２
階
は
主
に
避
難
ス
ペ
ー
ス
、
一

時
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
に

備
え
て
、
ト
イ
レ
、
給
湯
室
も
設

置
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
屋
上
も

避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
転
落
防

止
柵
や
手
す
り
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
各
階
に
は
、
発
電
機

や
蓄
電
池
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
、

非
常
食
、
担
架
、
毛
布
な
ど
の

備
蓄
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
は
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
活
動
、
観
光
・
産

業
の
拠
点
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
発
生
し
う
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と
し
た

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

も
、
地
域
の
訓
練
や
活
動
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
か
ら
こ
の
タ
ワ
ー
に
登
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
防
災
意

識
を
高
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

張
も
行
っ
て
お
り
、
大
型
車
両

４
台
、
小
型
車
両
６
台
の
計
10

台
分
が
増
え
、
全
体
で
大
型
車

両
９
台
、
小
型
車
両
48
台
が
駐

車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
べ
く
、
こ
の

拠
点
を
関
係
機
関
の
防
災
担
当

者
や
地
域
の
方
々
の
訓
練
な
ど

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
規
模
地
震

だ
け
で
な
く
、
近
年
頻
発
し
て

い
る
豪
雨
災
害
な
ど
で
、
万
一

被
災
し
た
と
き
に
も
こ
の
拠
点

を
活
用
し
て
、
紀
宝
町
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の

復
旧
、
復
興
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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防災拠点整備
災害に強い道の駅へ

今後発生しうる南海トラフ巨大地震をはじめとした大規模災害に備
え、迅速に道路の復旧を行うための資機材を配備し、救援・救護車
両の活動拠点や、災害時の一時避難場所として、国土交通省と町が
事業を進めてきた防災拠点が完成しました。

災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い

01. 道路復旧のための資機材を備えておく
防災倉庫。02. 拡張された駐車場。入口、
出口が分かれたため、一方通行に。03. 道
路復旧のための資機材置場。04.防災タワー
２階の避難スペース。05. 防災タワーには
ウミガメなどのイラストが描かれていま
す。06. 災害時に一時避難場所として利用
する防災タワー。

07. 関係者によるテープカット。08. 西田町長の式辞。
09. 熊野水軍子供太鼓による太鼓演奏。

災
害
に
強
い

道
の
駅
を
目
指
し
て

01

05

02

03

0406

防災拠点の完成式を挙行

　国土交通省と町は３月 20 日、防災拠点
の完成式を執り行いました。
　式では、能登半島地震の犠牲者に黙

もくとう

祷を
ささげ、西田町長があいさつ。防災タワー
を建設した幸榮建設に感謝状を贈呈しまし
た。紀勢国道事務所の市

いちかわ

川所長が事業を説
明し、藤

ふ じ ね

根県議が祝辞を述べた後、防災タ
ワー前で関係者によるテープカットを行い
ました。完成を祝い、ほたる夢太鼓、熊野
水軍子供太鼓が太鼓の演奏をしました。
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